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医療法改正2025年

衣笠病院グループ
理事 武藤正樹
よこすか地域包括推進センター長



社会福祉法人日本医療伝道会 衣笠病院グループ

衣笠病院グループの概要

■神奈川県横須賀市（人口約39万人）に立地

■横須賀・三浦医療圏（4市1町）は人口約70万人

■衣笠病院許可病床198床 ＜稼働病床194床＞

■病院診療科 ＜〇は常勤医勤務＞

〇内科、神経科、小児科、〇外科、乳腺外科、

脳神経外科、形成外科、〇整形外科、〇皮膚科、

〇泌尿器科、婦人科、〇眼科、〇耳鼻咽喉科、

〇ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、〇放射線科、〇麻酔科、〇ホスピス、東洋医学

■病棟構成

DPC病棟（50床）、地域包括ケア病棟（91床）、回復期リハビリ病棟（33床）、ホスピス（緩和ケア病棟：20床）

【2021年9月時点】
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教会

■併設施設 老健（衣笠ろうけん）、特養（衣笠ホーム）、訪問診療クリニック 、訪問看護ステーション
通所介護事業所など
■ グループ職員数750名
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パート１
医療法改正2025年の概要



2025年2月14日



医療法一部改正
2025年2月14日閣議後記者会見

福岡資麿厚生労働相

医療法改正のポイントは
地域医療構想の見直し、
医師偏在是正に向けた対
策、医療デジタルトランス
フォーメーション（DX）推
進の措置を講ずるものだ





医療法一部改正案は、6月の通常国会での成立は不透明・・・
与党内では秋の国会での成立を目指していると言われている。
背景としては、社会保障改革をめぐる協議や、国会日程との
調整が要因という



パート２
地域医療構想等の見直し











包括期



回復期機能の名称を
高齢者救急受け入れと
高齢者リハを併せ持つと

いう意味で
「包括期機能」と改める



５つの医療機関機能

④専門機能

①高齢者救急・地域急性期機能 ②在宅医療等連携機能 ③急性期拠点機能

⑤医育及び広域診療機能





新たな病床機能報告、
医療機関機能報告が

2026年度から始まる！



2024年12月

2024年3月下旬

2027年度



オンライン診療受診施設









特定オンライン
診療受診施設



美容医療









セルライト





HIFU（ハイフ）高密度焦点式超音波
（High Intensity Focused 
Ultrasound、HIFU）



















直美



パート３
医師偏在対策





https://www.m3.com/news/iryoishin/1255316


西高
東低











パート４
医療DXの推進
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課題は電カルの普及



まとめと提言

・医療法一部改正のポイントは３つ
・新たな地域医療構想、医師偏在対策、
医療DX
・オンライン受診施設の新設、美容医療の
見直し
・医師偏在、東京一極集中の是正は
できるのか？
・2030年を目指した医療DX工程の本格化



2025-2040
変わりゆく医療のアウトライン

• 2025年から2040年

へ向けての改革プラン

を概観する！
・地域医療構想、医療DX

・働き方改革、かかりつけ医

・医師偏在対策、少子化対策など

・ポスト2040年も予想

・医学通信社より、

7月発刊予定

・2色刷240頁、2600円



ご清聴ありがとうございました

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
muto@kinugasa.or.jp

日本医療伝道会衣笠病院グループで外来、老健、在宅クリニックを
担当しています。患者さんをご紹介ください

本日の講演はホームページ上で公開しています。
以下をクリックしてご覧ください

mailto:muto@kinugasa.or.jp
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医療DX令和ビジョン2030
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理事 武藤正樹
よこすか地域包括推進センター長



社会福祉法人日本医療伝道会 衣笠病院グループ

衣笠病院グループの概要

■神奈川県横須賀市（人口約39万人）に立地

■横須賀・三浦医療圏（4市1町）は人口約70万人

■衣笠病院許可病床198床 ＜稼働病床194床＞

■病院診療科 ＜〇は常勤医勤務＞

〇内科、神経科、小児科、〇外科、乳腺外科、

脳神経外科、形成外科、〇整形外科、〇皮膚科、

〇泌尿器科、婦人科、〇眼科、〇耳鼻咽喉科、

〇ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、〇放射線科、〇麻酔科、〇ホスピス、東洋医学

■病棟構成

DPC病棟（50床）、地域包括ケア病棟（91床）、回復期リハビリ病棟（33床）、ホスピス（緩和ケア病棟：20床）

【2021年9月時点】

62

本館

東館

健康管理センター

衣笠病院
教会

■併設施設 老健（衣笠ろうけん）、特養（衣笠ホーム）、訪問診療クリニック 、訪問看護ステーション
通所介護事業所など
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パート１
医療DX令和ビジョン

2030



医療ＤＸ推進本部スタート
2022年10月12日





医療DX推進本部の創設
•医療DX推進本部

• 本部長は総理

• 事務局を内閣官房に設置

• チーム長は厚生労働大臣

• 幹事役を厚労省医薬産業振興・医療情報審議官が務
める、これを当該審議官で支える組織体制をはかる

城克文 (じょうかつふみ)元経済課長
厚労省医薬産業振興・医療情報審議官

現在は医薬・生活衛生局長



2030年度





①電子カルテ情報
共有サービス





3文書6情報



















②PMH

Public Medical Hub
自治体と医療機関・薬局をつなぐ

情報連携基盤







③医療情報等の
二次利用







④診療報酬DX













⑤支払基金組織見直し

医療情報基盤・診療報酬審査支払機構











パート２
電子処方せんの現状と課題



社会保障審議会医療保険部会
2025年1月23日



田辺国昭座長









薬局





2022年10月31
日からモデル

事業



重複投与チェック例
15万件のうち8千件、
5.2％の重複投与例



2024年12月
医薬品名誤表示7件発生













エストニアでは
電子処方せん100％

• エストニアはいつ何時
ロシアに攻め込まれる
かもしれない

• その時のために行政シ
ステムをすべて電子化
し、データサーバーを
同盟国のルクセンブル
グに置いている。

• こうした電子政府の一
環として電子処方せん
が2010年からスタート
している。

エストニア



まとめと提言

・電子カルテ情報共有については、
電子カルテの普及とクラウド化がカギ
・自治体と医療機関をつなぐPMHに期待
・医療情報の2次利用ではDB連結がカギ
・診療報酬DXと支払い基金組織改革に期待
・電子処方せんの医療機関への普及がカギ



2025-2040
変わりゆく医療のアウトライン

• 2025年から2040年

へ向けての改革プラン

を概観する！
・地域医療構想、医療DX

・働き方改革、かかりつけ医

・医師偏在対策、少子化対策など

・ポスト2040年も予想

・医学通信社より、

7月発刊予定

・2色刷240頁、2600円



ご清聴ありがとうございました

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
muto@kinugasa.or.jp

日本医療伝道会衣笠病院グループで外来、老健、在宅クリニックを
担当しています。患者さんをご紹介ください

本日の講演はホームページ上で公開しています。
以下をクリックしてご覧ください

mailto:muto@kinugasa.or.jp
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